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Synopsis

 Seasonal and annual changes of wild bird communities were observed in the coppice, pond and grassland on Nara 

Campus of Kinki University every year from 1995 to 2010 with exception of 2005, and from January to May in 2008. The 

seasonal occurrence pattern varied according to breeding types; migrant (summer) breeders, winter visitors and passage 

visitors. The annual changes of most resident breeders were small, however the number of individuals of some summer 

breeders and winter visitors tended to decrease. This decrease may have been caused by the changes in the environment, 

such as an invasion by arian species. The ecological pyramid of numbers of birds was observed on this campus; raptors 

occupied the upper portion and the herbivorous birds occupied bottom portion of the pyramid. On the Nara Campus 

of Kinki University, the bird communities are stable, though some migrants and visitors affect the structure of bird 

communities.
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1.は じめ に

近畿大学奈良キャンパスは奈良市郊外の矢田丘

陵 にあ り、 キ ャンパ ス内 には里 山林、湿 地、溜

池、沢、草地、庭園、 グラウン ド、校舎等比較 的

多様な環境か ら構成されている1)・2)。

野鳥類は生態系においては一次消費者、二次消

費者か ら猛禽類 のような より高次の消費者 まで、

幅広い食物連鎖 を構成 してお り、その個体数変動

は生態系 にかな り大 きな影響 を与 えていると考 え

られ る。 さらに、野鳥類 は生息 タイプか ら留鳥、

夏鳥、冬鳥、漂鳥、通過鳥に分けられ、近畿大学

奈良キャンパスで も観察 される野鳥類 は季節的に

異なる。こうした現象から食物連鎖の季節的変動
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が起 こり、それに伴って生態系 にも影響 を与 えて

いると考 えられる。また、特に夏鳥や冬鳥などの

移動性の種 は、それ らの渡 り元や渡 り先 における

環境が繁殖や生存 に影響 され、それが 日本の野鳥

相 や各季節の食物連鎖、生態系 にまで影響を及ぼ

すことも推察 される。

以上のような観点から、ある地域での野鳥類の

個体数の季節的変動、年次変動の解析 はきわめて

重要 と考 えられる3)。筆者 らはこれ まで近畿大学

奈良キ ャンパスにおいて、生態系の解明を目指 し

て、動植物 の生態 を調査 して きたが、ここでは

1995年 か ら2010年 まで定期的に調査 してきた16

年間の野鳥類の個体 数変動 の解析結 果を報告す

る。 なお、1995年 ～2006年 までの記録 について

は、「近畿大学奈良キャンパ スにおける野鳥群集

の季節的 ・年次的変動6)」 において詳細の発表を

行 っているため、今回は詳 しく述べ ないものとす

る。

2.調 査方法

調査 は1995年 ～2010年(た だ し、2005年 及

び2008年 の1月 ～5月 は調査 回数が少ないため

原則 としてデー タか ら除いた)の15年 問、原則

と して月 に2～5回 行 った。時間 は、1995年 ～

2007年 までは午前7時30分 か ら10時30分 の間

の約90分 間 と し、2008年 ～2010年 は午前8時

30分 か ら10時30分 の約90分 間 とした。原則 と

して調査 は晴れ または くもりの日に行い、降水の

ある 日はさけた。方法はラインセ ンサス法4励 を

用いた。 これについては、近畿大学奈良キャンパ

スの調査池周辺 と里山内の一定ルー トを歩 き、野

鳥の姿、鳴 き声、噂 りを個体ごとに記録 し、それ

らの重複 をさけて合 計 した ものを個体数 とした。

調査 には、双眼鏡及び望遠鏡を使用 した。

1年 間の合計個体数 を調査回数で割 った値 を1

年間の1回 の調査 あた りの個体 数 として、15年

間の年次変動 を調べ、グラフに示 した。 ただ し、

15年 間の記録個体数が15羽 以下すなわち1年 当

た りの個体数が1羽 以下の場合 は、変化傾向が十

分読み取れない恐れがあるので、年次変動、季節

的変動 ともグラフには示 さなかった。ただ し、 こ

うした種 はむ しろ稀少 な種 と考 えられ、個々の観

察デー タを文中に示 した。個体数の減少や増加傾

向 につ い て は、 年 次 変 動 の程 度 を変 動 係 数

(Coefficientofvariation:CV)を 求めて、カテゴ

リー化 して示 した(「 結果」参照)。

種 の配列 と和名、学名 は原則 と して"Check-

listofJapanesebirds"7)に 従った。一部の鳥に関

しては、"原 色鳥類検索 図鑑"8)も 参照 した。 ただ

し、亜種名および命名年は省略 した。

また、各野鳥の個体数変動 と季節的移動型お よ

び食性 との関係 を検討 した。季節的移動型は各月

の15年 間の個体数 を合計 して、各月の15年 間の

調査 回数で割 った値をひと月の個体数 として季節

的変化を調べ、グラフに表示 した。季節の区分は

次 の もの とす る;春:3月 ～5月 、夏:6月 ～8

月、秋:9月 ～ll月 、冬:12月 ～2月 。

また、各野鳥の個体数 を季節毎に累積 して、個

体数の多い順 に積み重ね、食性 との関係 を調べ

た。すなわち、鳥類における個体数 ピラ ミッドを

作成 して、当キ ャンパスにおける生態系の考察 を

行 なった。各野鳥の食性 に関 しては、「日本の野

鳥9)」、「山渓ハ ンディ図鑑 日本の野鳥10)」、桜谷

(2002)2)な どによって分類 した。

さらに、当キ ャンパスで確認 された各野鳥類の

15年 間 の 累 積 個 体 数 を求 め、 個 体 数 と環 境

省11)・12)および近畿地区13)、奈良県版 レッ ドリス

ト14)に掲載 された選定種 との関係性 を検討 した。

3.結 果

(1)各 野鳥類の個体数の季節的 ・年次的変動

調査の結果、当地では105種 の野鳥が記録 され

た。それらの個体数変動について述べる。その う

ち15年 間の調査 で、15羽 以上記録で きた種は56

種だった。これ らの種 に関 しては季節変動 と年次

変動 を図示 し、 さ らに、年 次 変動 の 変動 計 数

(CV(%))を 示 した。変動係数の最低値 はシジュ

ウカラの30%で 、最大値 はオオマシコの361%で

あ った。 よって、 ここで は0～60%を 「安定 」、

61～120%を 「やや変動(が)大(き い)」、121

～180%を 「変動(が)大(き い)」、181%以 上

を 「かな り変動(が)大(き い)」 といった表現

を取 った。

カ イ ツ ブ リ科Podicipedidae

1.カ イ ツ ブ リ7ac力 γbaρ 缶s摺 存co〃灼(Pallas)

1997年2月(1羽)・2003年3月(1羽)の 計
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2羽 の記録がある。

ウ科Phalacrocoracidae

2.カ ワ ウPわa'acmco順xcaめo(Linnaeus)

1999年5月(1羽)、2008年6月(1羽)、2010

年3月(1羽)の 計3羽 の記 録 があ る。

サギ科Ardeidae

図1bア オサギ 年次変動

3.ゴ イ サ ギ 理γc〃coAaxη γc〃coAax(Linnaeus)

1996年2月(1羽)の 記 録 だ けであ る。

カ モ科Anatidae

4.ダ イ サ ギA'deaa佑a(Linnaeus)

2002年9月(2羽)・10月(3羽)、 計5羽 見 ら

れ てい る。

いず れ も調 整池 に飛 来 した個 体 であ る。

5.チ ュウサギ εgアe飴'茄e煮medla(Wagler)

調 査 期 間外 で 、 ご く少 数個体 の記 録が あ る。

6.コ サ ギ 昌gze拡agarze甜a(Linnaeus)

2003年6月(3羽)の 記 録 だ けであ る。

7.ア オサ ギA'deadηe'ea(Linnaeus)

【季 節 変動】(図la)4月 ～6月 お よび9月 に ピー

クが あ り、4～5回 の調 査 で1羽 の割 合 で見 られ

る。 冬季 と夏 季 はや や個体 数が 減少 す る傾 向が あ

る。
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図1aア オ サ ギ 季 節 変 動

8.オ シ ドリAlxga'e〃cα'a伯(Linnaeus)

調 査 期 間外 で ご く少 数 の記録 が あ る。

9.マ ガ モAηasρ'甜 γ酌γηcんos(Linnaeus)

【季 節 変動 】(図2a)2月 ～3月 に見 られ るが 、4

月 か ら11月 は 全 く見 られ ず、 当 地 で は冬 鳥 で あ

る。
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図2aマ ガ モ 季 節 変 動

【年 次変動 】(図2b)1997年 ～2002年 に はほぼ

毎年見 られたが、近年 はあまり見 られない。変動

は大 きい(CV=159%)。

【年 次変動 】(図lb)2007年 と2010年 は比較 的

多かったが、安定 している(CV=41%)。 全体 的

に増加傾向を示 している。



20 片山 涼子 ・秋山 由子 ・大畑 貴史 ・石川 裕貴 ・岡野 め ぐみ ・千田 海帆 ・

高良 真佑子 ・原田 隆成 ・堀内 洋平 ・松田 すみれ ・桜谷 保之

% %o %
図2bマ ガモ 年次変動
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【年次変動】(図3b)毎 年個体数 の多い年 と低 い

年が繰 り返 されてお り、全体 的に減少傾 向にあ

る。やや変動 は大 きい(CV=84%)。 当地では調

整池Aと 調整池Fに 飛来 しやすい。
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図3bカ ルガモ 年次変動

11.コ ガ モAηascrecca(Linnaeus)

【季 節 変 動 】(図4a)12月 ～3月 頃 まで 見 られ、

ピ ー ク は2月 で あ る。4月 ～11月 頃 は全 く見 ら

れず 、 当地 で は冬 鳥 であ る。

【年 次変動 】(図4b)2001年 ～2008年 の間 は全

く見 られなかったが、2009年 には5回 の調査で1

羽の割合で見 られるようになった。増加傾向にあ

るが、当地ではまだ個体数の少 ない野鳥であ る。

調整 池Fに 飛 来 しや す い。 やや 変動 は大 きい

(CV=139%)。
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図4bコ ガモ 年次変動

12.ヨ シ ガモ ハηaslalcaめ(Georgi)

調 査 期 間外 に、調整 池Aで ご く少 数 の記録 が あ

る。

13.ヒ ド リガ モAηasPeηe'oρe(Linnaeus)

1995年12月(2羽)に 記 録が あ る。

14.オ ナ ガガ モAηasacμfa(Linnaeus)

調 査 期 間外 で ご く少 数 の記録 が あ る。
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タカ科Accipitridae

15.ハ チ クマPem后 ρ酬o酌 γηcαs(Linnaeus)

1995年9月(1羽)、1996年10月(2羽)、1999

年4月(1羽)、2007年5月(1羽)の 計5羽 の記

録が あ るだ けで、 春 と秋 の渡 りの 時期 に通過 した

個体 と思 われる。

16.ト ビ 〃〃vαsm4graηs(Boddaert)

2001年10月(1羽)・ll月(1羽)、2008年4

月(1羽)、2010年11月(1羽)の 計4羽 記録 が

あ る。 当地 で見 られ るの は稀 であ る。

17.オ オ タカAcc摩)ノ ォergeη 〃〃s(Linnaeus)

【季 節 変 動 】(図5a)ピ ー ク は9月 頃 ～10月 頃

で 、春先 の2月 頃～4月 頃 も多 少見 られ る。 夏季

は殆 ど見 られ ない。

【年次変動】(図5b)2004年 は2回 の調査 に1羽

の割合 で よ く見 られた。2000年 以前は殆 ど見 ら

れなかったが、全体 的に増加傾 向を示 している。

変動 は大 きい(CV=141%)。
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図5bオ オタカ 年次変動

18.ツ ミAcc永)1拍rgu傾 応(Temminck&Schlegel)

1995年2月(2羽)・10月(1羽)、1996年10

月(2羽)、1998年10月(1羽)、2001年10月(2

羽)の 計8羽 記 録 され て お り、10月 に 多 く見 ら

れ る。

19.ハ イ タカAcc永)'ferη 后αs(Linnaeus)

【季 節 変動 】(図6a)10月 頃 ～4月 頃 まで 見 られ、

ピー クは12月 で夏季 は殆 ど見 られ ない。

【年次変動】(図6b)1995年 ～1997年 および2001

年～2004年 は比較的見 られたがそれ以降 は確認

されていない。変動は大 きい(CV=124%)。

0.09

0.08

0.07

個 α06

体 α05

数0.04

0.03

0.02

0.01

0年

匂o%%o%
図6bハ イタカ 年次変動

20.ノ ス リ8α オeolaρoη'cμs(Linnaeus)

【季 節 変動 】(図7a)8月 ～4月 頃 まで見 られ、11

月 頃が ピー クで あ るが、5月 ～7月 は殆 ど見 られ

ない。
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【年 次変動 】(図7b)2000～2002年 、2004～2006

年 及 び2008～2010年 は 比 較 的見 られ たが、 そ れ

以外 の年 はあ ま り見 られ ない。 変動 はや や大 きい

(CV=109%)。
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図7bノ スリ 年次変動

【年次変動】(図8b)1996年 ～1997年 及び、2004

年 と2008年 は個体数が多 い。多い年 には5～6

回の調査で1羽 の割合で見 られる。それ以外の年

は 殆 ど記 録 さ れ て い な い。 変 動 は 大 き い

(CV=174%)。

図8bサ シバ 年次変動

ハヤ ブサ科Falconidae

袴

22.ハ ヤ ブサFa'coρe'eg〃 ημs(Tunstall)

1996年11月(1羽)、2㎜ 年11月(1羽)、2001

年10月(1羽)、2003年3月(1羽)、2004年3月

(1羽)・10月(1羽)、2006年3月(1羽)・10月(1

羽)、2007年4月 の 計9羽 の記 録 が あ る。 秋 に出

現す る傾 向 が認 め られ る。

21.サ シバBμ 拾sオαr附d/cμs(Gmelin)

【季 節 変動 】(図8a)9月 ～10月 頃 にか け て最 も

よ く見 られ、5月 ～6月 に も少 々見 られ る。 しか

し冬季 は全 く見 られ ない。 秋 の渡 りの通 過個 体 と

考 え られ る。

23.チ ョウゲ ンボ ウFa'co加 ησηcαノαs

(Linnaeus)

1995年2月(2羽)、4月(1羽)、1996年10

月(1羽)、1997年2月(1羽)、200年12月(1

羽)、2002年11月(2羽)の 計7羽 を確 認 した。

10～4月 に見 られ た。

キ ジ科Phasianidae

24.ヤ マ ドリSγm?a孟1cσssoemme〃 ηg〃

(Temminck)

2010年10月20日(1羽)の 記録 の みで あ る。

25.キ ジPんasな ημsco'c力'cαs(Linnaeus)

【季 節 変動 】(図9a)2月 ～6月 頃 に か け て多 く、

特 に ピー クは4月 で あ る。2～5回 の調 査 で1羽

の割 合 で見 られ る。夏 季 は個体 数 が減少 す る。
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図9aキ ジ 季節変動

%o %
図9bキ ジ 年次変動

績
。

26.コ ジ ュケ イBambαs'co'a肋o順dca

(Temminck)

【季 節 変動】(図10a)3月 ～4月 及 び、7月 が ピー

クで あ る。8月 は最 も個 体 数 が減 少す るが、 ほ ぼ

年 中鳴 き声 を聞 くこ とが 出来 る。 しか し藪 に生息

す るた め姿 を見 る こ とはあ ま りない。

【年次変動】(図10b)2007年 は1回 の調査で2羽

の割合で見 られ、かな り個体数が多かった。変動

は安定 している(CV=52%)。 キジ とは対照的に

顕著 な増加傾向であ り、当地では個体数の多い普

通の野鳥である。

図10bコ ジュケイ 年次変動

ツ ワレ禾斗Rallidae

27.バ ンGa〃 〃π〃ac力'oroρ μs(Linnaeus)

2010年10月7日(1羽)の みの記録 。

チ ド リ科Charadriidae

年

0

28.コ チ ドリC力aradr1μsdαb'〃s(Scopoli)

6月 ～7月 頃に最 もよ く見 られ、8月 ～1月 ま

では全 く見 られない。当地では初夏 にかけて見 ら

れる夏鳥である。2008年 及び2009年 はかな り個

体数が多 く、2～5回 の調査 で1羽 の割合 で見 ら

れる。それ以外の年は殆 ど見 られなかった。かな

り変動は大 きい(CV=203%)。 当地ではかな り個

体数が少 ない野鳥である。

29.ケ リVaηe〃 αsc1カereσs(Blyth)

調 査 期 間外 で ご く少 数 の記録 が あ る。

シギ 科Scolopacidae

30.ク サ シギ7禰gaocんmρ αs(Linnaeus)

調 査 期 間外 で ご く少 数 の記録 が あ る。

31.イ ソ シギAc面sんyρo'eμcos(Linnaeus)

調 査 期 間外 で ご く少 数 の記録 が あ る。
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32.ヤ マ シギSco'oρaxrusオ1co'a(Linnaeus)

調 査 期 間外 で ご く少数 の記 録が あ る。

ハ ト科Columbidae

33.キ ジバ トSホreρ めρe'なo〃e砿a〃s(Latham)

【季 節 変 動 】(図lla)2月 頃 と10月 頃 に2回 の

ピー クを迎 え る。5月 ～7月 は個体 数 が減 少す る。

123456789101112月

図11aキ ジ バ ト 季 節 変 動

【年次変動】(図11b)2007年 と2008年 は1回 の

調査で2～3羽 の割合で見 られ、増加傾向を示 し

ている。変動 も比較的安定 している(CV=50%)。

当地では、個体数の多い野鳥 も一種である。

3
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図11bキ ジバ ト 年次変動

個

体
数

【年 次 変 動 】(図12b)

(CV=215%)。
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変 動 は非常 に大 きい

%
図12bカ ワラバ ト 年次変動

袴

35.ア オバ ト 鯨)んeημ細ssたlbo'd〃(Temminck)

2003年3月(1羽)の 記 録 だ けであ る。

カ ッコ ウ科Cuculidae

36.ジ ュ ウイ チCαcμ'μs勉gax(Horsfield)

調 査 期 間外 ・調 査 区域外 で ご く少 数 の記録 が あ

る。

34.カ ワ ラバ ト(ド バ ト)Co'αmba〃v∫a(Gmelin)

【季 節 変 動】(図12a)夏 か ら秋 に比較 的見 られ る

が 、そ れ以外 の季節 に は殆 ど見 られ ない。

37.カ ッ コ ウCαcμ'σscaηoπ1s(Linnaeus)

1996年5月(1羽)・2003年8月(1羽)の 計

2羽 の記録 が あ る。

38.ツ ツ ドリCαcα'αssaオu眉aホes(Blyth)

1996年5月(2羽)、1997年4月(2羽)、1999

年5月(1羽)、2010年9月(1羽)の 計6羽 の

記録 が あ るだ けであ る。
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39.ホ ト トギ スCαcσ ノσsρo〃oceρ んa'αs

(Latham)

【季 節 変動 】(図13a)6月 を ピー ク に5月 ～7月

頃記 録 され 、多 くは鳴 き声 で確 認 して い る。 そ れ

以外 の季 節 に は殆 ど確 認 が ない。
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図13aホ トトギス 季 節 変 動

【年 次変 動】(図13b)年 次 変動 が激 し く、1995年 、

1996年 、1998年 、2002～2004年 、2009～2010

年 に は比 較 的多 く記録 され、 それ 以外 の年 に は記

録が少 ない。や や変動 が大 きい(CV=70%)。
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図13bホ トトギス 年次変動

図14bア マツバメ 年次 変動

フ ク ロ ウ科Strigidae カ ワ セ ミ科Alcedinidae

40.フ クロウS拓xμ 旧'eηs's(Pallas)

調査期間外 に鳴き声の記録があ り、また巣立ち

雛の記録 もあるので、当地で繁殖 しているもの と

思われる。

43.カ ワ セ ミA/cedoa肋's(Linnaeus)

【季 節 変 動】(図15a)年 中 見 られ るが、 ピー クは

10月 で2月 は最 も個体 数 が減 少す る。

アマツバ メ科Apodidae

41.ヒ メ アマ ツバ メ ハρ〃saf肋1S(Gray)

1999年3月(1羽)、2006年12月(12羽)、

2007年10月(6羽)の 計19羽 の 記 録が あ る。
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図16bア オゲラ 年次 変動

【年次変動】(図15b)2004年 までは比較的安定で

あったが、2006年 ～2009年 はやや増加 し、2010

年は減少 した。やや変動は大 きい(CV=85%)。
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図15bカ ワセミ 年次変動

キツツキ科Picidae

44.ア リスイ 」γηxオo'qα'〃a(Linnaeus)

調 査 期 間外 で ご く少 数 の記録 が あ る。

45.ア オゲ ラP'cαsawoke旧(Temminck)

【季 節 変 動】(図16a)ピ ー クは2月 ～3月 頃 で あ

る。 夏季 は個 体数 が減 少 し、春 先 に増加 す る傾 向

を示 してい る。
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図16aア オ ゲ ラ 季 節 変 動

図17bア カゲラ 年次変動



近畿大学奈良キャンパスにおける野鳥群集の季節的 ・年次的変動(2)1995年 ～2010年 の調査結果 27

47.コ ゲ ラDeηdmcoρosklzσ κ'(Temminck)

【季 節 変 動】(図18a)ピ ー クは6月 で、 ほ ぼ年 中

安定 して見 られ る。 しか し8月 はか な り個体 数 が

減少 す る。

図18aコ ゲラ 季節変動

【年次 変動 】(図18b)2007年 以 降はやや個体 数

が増加す るようにな り、全体 的に増加傾 向であ

る。近年は1回 の調査で1～3羽 の割合で見 られ

る。当地では個体数が多 く、かなり普通の野鳥で

安定 している(CV=55%)。

% %o %
籟
。

図19aヒ バリ 季節変動

【年 次変動】(図19b)変 動 は大 き く、1995年 ～

2001年 までは毎年比較的見 られたが、それ以降

はあ ま り見 られ な くなった。 しか し、2006年 か

らまた見 られるようになった。変動 はやや大 きい

(CV=85%)。
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図19bヒ バリ 年次変動

図18bコ ゲラ 年次変動

ツバ メ禾斗Hirundinidae

ヒバ リ禾斗Alaudidae

48.ヒ バ リA'aμdaarレeηs's(Linnaeus)

【季 節 変 動 】(図19a)春 か ら初 夏 に か けて 増 加

し、 以後 冬 にか けて減 少す る。

49.ツ バ メH〃uηdOruS〃Ca(LinnaeuS)

【季 節 変動 】(図20a)3月 か ら見 られ6月 に ピー

ク を示 し、 以 降 減 少 し10月 頃 ま で見 られ るが、

冬季 には見 られ ない。

図20aツ バメ 季節変動
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【年 次 変 動 】(図20b)多 少 変 動 す る もの の

(CV=79%)、 比較的 に安定 して見 られ る。毎年、

校舎 に営巣 して繁殖 している。

冤紛 %o %紛

図20bツ バメ 年次変動

年

0
%

セ キ レイ科Motacillidae

図22aキ セキレイ 季節変動

50.コ シ アカツバ メH伽 ηdodaα 〃ca(Linnaeus)

【季 節 変動 】(図21a)5月 ～10月 頃 まで 見 られ、

ピー ク は8月 で あ る。 しか し7月 に は減 少 す る。

冬季 は全 く記 録 されず 、 当地 で は夏 鳥 であ る。

図21aコ シアカツバメ 季節変動

【年 次変動】(図22b)2006年 か ら個体数が増加

し、近年 は3～5回 の調で1羽 の割合で記録 され

ている。当地 では個体数の少ない野鳥であるが、

顕著 な増加傾向 を示 している。やや変動 は大 きい

(CV=117%)。

年

0
%

図22bキ セキレイ 年次変動

【年次変動】(図21b)2006年 は全 く見られなかった

ものの、翌年にはかな り多 く見られた。全体的に

増加傾 向であ り、やや変動 は大 きい(CV=64%)。

ほぼ毎年、校舎に営巣 ・繁殖 しているのを確認 し

ている。

冤紛 %o %け 袴

52.バ ク セキ レイ 〃oホac'〃aa'ba'αgeηs

(Linnaeus)

【季 節 変動 】(図23a)9月 ～3月 に比較 的見 られ、

夏季 はほ とん ど見 られ ない。

図21bコ シアカッバメ 年次変動
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図23aハ クセキレイ 季節変動

【年次変動】(図24b)1995～2003年 まで は減少

傾向 にあ ったが2006～2010年 は上 昇傾向 に変

わった。変動 も安定 している(CV=57%)。
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図24bセ グロセキレイ 年次変動

【年次変動】(図23b)2004年 、2007～2009年 に

比較的多 く見 られた以外 は、個体 数はやや少 な

く、2000年 と2001年 、2006年 は見 られなかった。

当地では個体数はかな り少 ない。変動 もやや大 き

い。(CV=125%)。
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図23bハ クセキレイ 年次変動

54.ビ ン ズ イAη 加σsんodξsoη1(Richmond)

【季 節 変動 】(図25a)10月 頃 ～5月 頃 まで 見 られ、

3月 に ピー クを示 す。 夏季 には見 られ ない。 当 地

には越冬 の ため に飛 来 してい る と考 え られ る。

53.セ グ ロセキ レイMofac'〃agzaη(源s(Sharpe)

【季 節変 動 】(図24a)8月 以 外 は比較 的年 中見 ら

れ る。

図25aビ ンズイ 季節変動

【年次変動】(図25b)1995年 ～1998年 は比較的

安定 して見 られたが、1999年 ～2003年 は個体数

が少 な く、2004年 か らまた増 加傾 向 を示 した。

2006年 か らまた減少 し、近年は増加傾向にある。

変動 はやや大 きい(CV=80%)。

図24aセ グロセキ レイ 季節 変動
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図25bビ ンズイ 年次変動
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図26bヒ ヨドリ 年次変動

サ ンショウクイ科Campephagidae

55.サ ン シ ョウク イPe〃cmco如sd'va〃caオ αs

(Raffles)

1996年5月(1羽)・1999年4月(1羽)・2000

年5月(1羽)・2001年5月(1羽)・2001年9月

(1羽)・2002年4月(1羽)・2003年4月(1羽)・

2007年4月(1羽)の 計8羽 の記録 が あ る。

ヒ ヨ ド リ科Pycnonotidae

56.ヒ ヨ ドリHypsわeオesama静otls

(Temminck)

【季 節 変 動 】(図26a)1年 中 か な り見 られ る が、

10月 頃 に ピー ク を示 した。 こ れ は渡 りと考 え ら

れ る個体 が キ ャ ンパ スの上 空 を群 れで通 過 して い

くため であ る。

図26aヒ ヨドリ 季節変動

【年次変動】(図26b)1995年 ～2000年 は比較 的

安定 していて、1回 の調査で5羽 程度見 られたが、

その後増加 を示 し1回 の調査 で20羽 前後見 られ

る ように な った。2006年 か らは変 動 が少 ない

モ ズ 科Laniidae

57.モ ズLaη'σs加ceρ んa'μs

(Temminck&Schlegel)

【季 節 変動 】(図27a)9月 頃 ～3月 頃 まで よ く見

られ、 ピー ク は10月 頃で秋 に多 い。

個
体
数

図27aモ ズ 季節 変動

【年 次 変動 】(図27b)毎 年 安 定 して見 られ る

(CV=57%)。

図27bモ ズ 年次変動
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ツグ ミ科Turdidae

58.コ マ ドリE〃 加acσsaκa飢ge(Temminck)

調 査 期 間外 で ご く少 数 の記録 が あ る。

59.ノ ゴ マ ムαsdη'aca'〃oρe(Pallas)

当 地 で は、1998年10月18日 に 校 舎 内 で1羽

の雄 の死 亡個体 が 拾 われ た記録 だけで あ る。

60.コ ワレリLσsdη 伯cyaηe(Pallas)

2010年9月(2羽)の 記 録 だ けであ る。

61.ル リ ビ タ キ7a熔4gercyaη α摺s(Linnaeus)

【季 節 変 動 】(図28a)11月 ～4月 頃 ま で 見 ら れ 、

冬 季 が ピ ー ク で あ る 。
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図28aル リ ビ タキ 季 節 変 動

【年次変動】(図28b)1995年 以降減少傾向にあっ

たが、近年は多 く見 られるようになった。変動は

ややある(CV=88%)。
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図28bル リビタキ 年次変動

【年次変動】(図29b)安 定 して見 られ(CV=40%)、

特に増加傾向や減少傾向は認められない。比較的

個体数が多い。

0.9

1:1

個1:1

籔1:l

l:1

図29bジ ョウビタキ 年次変動

63.ノ ビ タキSax'co'aオorqαa拾(Linnaeus)

2001年10月(6羽)、2004年1月(1羽)の 計

7羽 確 認 され てい る。

64.ト ラ ツ グ ミZoo加e旧daμma(Latham)

1996年12月(1羽)の 記録 が あ る。

65.ク ロ ツ グ ミ アUrdμscard's(Temminck)

調 査 期 間外 で ご く少 数 の記録 が あ る。

66.ア カ ハ ラ71α'dσscん1γso'aαs(Temminck)

2007年4月(1羽)・2009年4月(1羽)・2010

年4月(2羽)の 計4羽 の記 録 が ある。

62ジ ョウビタキPわoeη たα御saα π)給us(Pallas)

【季 節 変動】(図29a)10月 頃 ～4月 頃 まで 見 られ、

11月 に ピー クを示す が、3月 頃 まで は比 較 的多 く

見 られ る。

67.シ ロ ハ ラ7二 α'dσsρa〃'dαs(Gmelin)

【季 節 変 動 】(図30a)10月 ～6月 ま で 見 られ、

ピー クは12月 で あ る。
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【年 次変 動 】(図30b)比 較 的安 定 してい るが、

2009年 ～2010年 の間に急激 に増加 した。変動は

大 きい(CV=130%)。

3

2.5

2個

体1・5

数1

0.5

0年

%%。%匂 。

図30bシ ロハラ 年次変動

68.ツ グ ミ τα'dαsηaμmaη η'(Temminck)

【季 節 変動 】(図31a)11月 頃 ～5月 頃 まで見 られ、

2月 が ピー クであ る。6月 ～10月 は 全 く見 られ な
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図31aツ グ ミ 季節 変動

【年次変動】(図31b)1995年 ～1998年 はかな り

多 く見 られ、1回 の調査 で5羽 前後見 られた。そ

れ以降か な り減少 したが、 また増加傾 向にあ る。

変動はやや安定(CV=85%)。

ウ グ イ ス科Sylviidae

69.ヤ ブ サ メ{ノrosρ わeηasqμame'ceρs

(Swinhoe)

【季 節 変 動 】(図32a)4月 ～11月 頃 ま で 見 ら れ 、

9月 に ピ ー ク を 示 し 、 秋 か ら 冬 に も 見 ら れ た が 当

地 で は 夏 鳥 で あ る 。
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図32aヤ ブ サ メ 季 節 変 動
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図32bヤ ブサメ 年次変動

彦
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70.ウ グ イスCe拓adわ んoηe(Kittlitz)

【季 節 変 動 】(図33a)4月 ～6月 の さ えず りの

時期 に ピー ク を迎 え、 夏季 は減 少す る。 当地 で は

年 中見 られ る。
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図33aウ グ イ ス 季 節 変 動

【年次 変動】(図33b)顕 著 な増加傾 向 を してお

り、最 も多い2009年 には1回 の調査で4羽 の割

合で見 られ、安定 している(CV=49%)。 当地で

は個体数が多 く、出現頻度の高い野鳥の一種であ

る。営巣 も確認 されている。

5

4

標3
数1

図33bウ グイス 年次 変動

71.オ オ ヨ シキ リAcmceρ わa'μsarμηd1ηaceμs

(Linnaeus)

1997年4月(1羽)の 記 録 だ けであ る。

72.メ ボ ソム シク イPわy〃oscoρ αsborea'姶

(Blasius)

調 査 期 間外 に少 数 の記録 が あ る。

73.エ ゾ ムシ クイP力y〃oscoρ αsborea/o'des

(Portenko)

2000年4月(2羽)・2002年4月(1羽)・2010

年10月(3羽)の 計6羽 の記録 が あ る。

74.セ ン ダイム シクイPわ γ〃oscoρuscomηa如s

(Temminck&Schlegel)

1995年4月 、1996年4月 、1997年5月 、2003

年4月 、2009年5月 に そ れ ぞ れ1羽 ず つ 、 計5

羽 の記録 が あ り4月 に良 く見 られ る。

75.セ ッ カCな がco'aル ηd(ガs(Rafinesque)

1998年5月31日1羽 の記 録 が ある。

ヒタ キ科Muscicapidae

76.キ ビ タキF/cedα'aηarc'ss'ηa(Temminck)

【季 節 変動 】(図34a)5月 ～7月 頃 まで よ く見 ら

れ る。特 に ピー ク は6月 で、11月 に 少 々見 られ

るが、 当地 で は夏 鳥 であ る。
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図34aキ ビタキ 季 節 変 動

【年次 変動】(図34b)2001年 まで は記録 されて

いなかった。 しか し2002年 以降記録 され るよう

にな り、2009年 はか な り多 く見 られ た。そのた

め、かな り変動は大 きい(CV=215%)。 当地では

まだ個体数の少ない野鳥である。
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図34bキ ビタキ 年次変動

77.ム ギ マキF/cedσ'amα9mak'(Temminck)

1998年10月24日 に1羽 の記録 だ けで あ る。
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【年次 変動 】(図35b)1995年 、2004年 、2006年 、

お よび2008年 以 降 は全 く記 録 され て い ない 。 当

地 で は まれ な 野 鳥 で あ り、 変 動 は や や 大 き い

(CV=96%)。
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図35bオ オル リ 年次 変動

79.サ メ ビ タキMσsclcaρasめ 〃1ca(Gmelin)

2002年10月(3羽)の 計3羽 の記録 が あ る。

80.エ ゾ ビ タキMσsclcaρagrlse旭 がcホa

(Swinhoe)

【季 節 変動 】(図36a)9月 頃 ～10月 頃 に見 られ、

ピー ク は10月 で あ る。 そ れ以 外 の 月 は全 く見 ら

れ ず、 当地 で は秋 の通 過 個 体 で あ る と考 え られ

る。

【年次 変動 】(図36b)1996年 、2004年 、2006年 、

2008年 、2010年 は よ く見 られ た が、 そ れ 以外 の

年 は 殆 ど見 ら れ な い。 そ の た め 変 動 は大 きい

(CV=150%)。
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図36bエ ゾビタキ 年次変動

81.コ サ メビタキMσscたaρadaσ αrlca(Pallas)

1995年9月(1羽)・2006年9月(1羽)・2008

年9月(1羽)・2009年9月(1羽)・2010年9月

(4羽)・2010年10月(1羽)の 計9羽 の記 録 が

あ り、特 に9月 の記録 が多 い 。

カササギ ヒタキ科Monaruchidae

82.サ ン コ ウチ ョウ7e4ρs'ρ 力oηea〃ocaμda拾

(Eyton)

1995年6月(3羽)・1995年7月(1羽)・2003

年5月(1羽)の 計5羽 の記 録 が あ る。他 に、調

査 時 間外 で も確 認 されて い る。

エ ナ ガ 科Aegithalidae

83.エ ナ ガ ハeg肋a'oscaαdaオus(Linnaeus)

【季 節 変動 】(図37a)11月 ～12月 に ピー ク を迎
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える。7月 は一番減少するが、年中見 ることがで

きる。

図38aヒ ガラ 季節変動
図37aエ ナガ 季節変動

【年次変動】(図37b)2006年 と2007年 は多 く見

られた。それ以外の年 は1回 の調査 に1～2羽 の

割合 で見 られ、やや変 動が大 きい(CV=85%)。

当地では個体数が多 く、出現頻度の高い野鳥の一

種 である。営巣 も確認 されている。

図37bエ ナガ 年次変動

シジ ュウカ ラ科Paridae

84.ヒ ガ ラParusaホer(Linnaeus)

【季 節 変動】(図38a)ll月 ～5月 頃 まで見 られ る

が、 ピー ク は1月 ～3月 頃 で、6月 ～10月 は 全

く見 られ ない。 当地 で は冬 鳥 であ る。

【年次変動】(図38b)1996年 ～1997年 は比較 的

見 られたが、それ以降は全 く記録 されてい ない。

変動 はかなり大 きい(CV=284%)。
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図38bヒ ガラ 年次変動

図39aヤ マガラ 季節 変動

【年 次 変動】(図39b)1995年 、2002年 、2006年 、

2008年 は 個 体 数 が か な り少 な く、 そ れ 以外 の年



36 片山 涼子 ・秋山 由子 ・大畑 貴史 ・石川 裕貴 ・岡野 め ぐみ ・千田 海帆 ・

高良 真佑子 ・原田 隆成 ・堀内 洋平 ・松田 すみれ ・桜谷 保之

は比較的安定 して見 られる(CV=82%)。

個
体
数

%o %
図39bヤ マガラ 年次変動

苛

。

86.シ ジ ュウ カラPa摺smalor(Linnaeus)

【季 節 変動 】(図40a)2月 に ピー ク を迎 え、 そ れ

以外 の 月で も年 中見 られ る。夏 季 の7～8月 は個

体 数 が減 少す る。

図40aシ ジュウカラ 季節変動

【年次変動】(図40b)か な り安定してお り(CV=3096)、

増加傾向にある。近年 は1回 の調査 に1～2羽 の

割合で見 られる。当地では個体数が多 く、 よく見

かける普通の野鳥である。

%o %
図40bシ ジュウカラ 年次変動

籟
。

メ ジ ロ科Zosteropidae

図41aメ ジロ 季節変動

【年次変動】(図41b)安 定 して見 られ(CV=72%)、

特に増加傾向や減少傾向は見 られない。

図41bメ ジロ 年次変動

ホ オ ジ ロ科Emberizidae

籟
。

88.ホ オ ジ ロ εmbeがzacめ'des(Brandt)

【季 節 変動 】(図42a)ほ ぼ 年 中見 られ るが 、8月

はやや減 少傾 向 を示 す。

図42aホ オジロ 季節 変動
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【年 次変動】(図42b)2003年 、2007年 はやや少

なかったが、それ以外の年 はかなり安定 して見 ら

年

%
図42bホ オジロ 年次 変動

90.ア オ ジEmbe〃zasρodoceρ んa'a(Pallas)

【季 節 変 動】(図44a)ピ ー ク は11月 ～12月 頃 で

あ り、1回 の調 査 で1～2羽 見 られ る。5月 ～10

月 の 間 は全 く見 られず 、 当地 で は冬 鳥 であ る。
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図44aア オジ 季節変動

89.カ シ ラダ カ εmberlza'usがca(Pallas)

【季 節 変動 】(図43a)10月 ～3月 頃 まで 見 られ、

特 に12月 が ピー クで あ る。4月 ～9月 頃 は全 く

見 られず 、 当地 で は冬 鳥 であ る。
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【年次変動】(図44b)1995年 ～2004年 まではや

や減少傾向であったが、2006年 以降は増加傾 向

にある。特に2009年 は個体数がか な り多 い。全

体的に増加傾向を示 してお り、平均 して1回 の調

査で2羽 の割合で見 られる。(CV=109%)
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図44bア オジ 年次変動

図43aカ シラダカ 季節変化

【年次変動】(図43b)2010年 は個体数が多 く、2回

の調査で1羽 の割合で見 られた。 しか し殆 ど見 ら

れない年 もあるため、変動は大 きい(CV=173%)。
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ア トリ科Fringillidae

91.ア トリF〃 ηgノ〃amo耐11π ηg1"a(Linnaeus)

【季 節 変 動 】(図45a)ピ ー ク は1月 ～3月 で あ

る。 ま た10月 に もや や 少 数見 られ る。 夏 季 は全

く見 られず 、当 地で は冬 鳥で あ る。

図43bカ シラダ力 年次変動
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図45aア トリ 季節変動
図46bカ ワラヒワ 年次変動

【年次変動】(図45b)1996年 と2009年 に確 認で

きた。それ以外の年は全 く確認 されていない。か

なり変動 は大 きい(CV=320%)。

図45bア トリ 年次変動

93.マ ヒ ワCa'dαe'なsρ 加us(Linnaeus)

【季 節 変 動】(図47a)冬 季 に見 られ、 当 地 で は冬

鳥 であ る。

92.カ ワ ラ ヒワCardαe〃ss'η'ca(Linnaeus)

【季 節 変動 】(図46a)ピ ー クは2回 あ り、4月 と

12月 で あ る。1～2回 の調 査 で1羽 の割 合 で見 ら

れ る。9月 は全 く見 られ ない。

個

体
数

図47aマ ヒワ 季節変動

図46aカ ワラヒワ 季節 変動
図47bマ ヒワ 年次 変動

【年 次変動 】(図46b)2008年 までは比較的安定

であったが、2009年 と2010年 は個体数が増加 し

た。個体数は多い方であるが、やや変動 は大 きい

(CV=110%)。

94.オ オ マシ コCaμ)odacμsmseαs(Pallas)

【季 節 変 動】(図48a)ピ ー ク は1月 ～3月 頃で あ



近畿大学奈良キャンパスにおける野鳥群集の季節的 ・年次的変動(2)1995年 ～2010年 の調査結果 39

る。夏季 は全 く記録 されず、 当地 では冬鳥 であ

る。

図48aオ オマシコ 季節 変動

【年次変動】(図49b)1996年 と1997年 は個体 数

は比較的多かったが、それ以外の年 は少 な く変動

はやや大 きい(CV=73%)。
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図49bベ ニマシコ 年次変動

【年次変動】(図48b)1997年 に最 も多 く見 られ、

1回 の調査で1羽 の割合で見 られた。 しか し1996

年にごく少数見 られたものの、それ以外 は全 く記

録 されていない。当地ではまれな野鳥である。変

動はかな り大 きい(CV=361%)。
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図48bオ オマシコ 年次変動

96.ウ ソPymり μ'aρ γ〃わα'a(Linnaeus)

【季 節 変 動 】(図50a)1月 ～3月 が ピ ー ク で 、 そ

れ 以 外 の 月 は あ ま り見 ら れ な い 。
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図50aウ ソ 季節変動

95.ベ ニ マシ コ 佛agσss'b'〃cαs(Pallas)

【季 節 変動 】(図49a)11月 ～4月 頃 まで 見 られ、

12月 ～3月 が ピー クで あ る。5月 ～10月 は 殆 ど

見 られ ない。 当地 で は冬 鳥で あ る。

0.9

0.8

0.7

0.6

個0・5

体0.4

数0.3

0.2

0.1

0

123456789101112月

【年次変動】(図50b)2007年 によ く見 られたが、

減少傾向 を示 している。2008年 ～2010年 の間は

全 く記録 されなかった。2～3回 の調査 に1羽 の

割合で見 られる年 もあれば、全 く見 られない年 も

あ り、変動が大 きい(CV=143%)。
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図50bウ ソ 年次変動

図49aべ ニマシコ 季節 変動
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97.イ カ ルEoρ 力oηaρe熔oηa拾

(Temminck&Schlegel)

【季 節 変 動 】(図51a)ピ ー クは12月 ～1月 、 お

よび4月 で あ る。 夏季 は個 体 数が減 少す る傾 向 を

示 して い る。

【年 次変動】(図51b)1997年 、1998年 、2009年

はよく見 られ、1回 の調査 に1～2羽 の割合で見

られた。 しか し全体 的に減少傾向 を示 してお り、

2006年 、2008年 、2010年 は全 く記録 され なかっ

た。やや変動 は大 きい(CV=93%)。

% %o %
籟
。

100.ス ズ メPassermoηfaη σs(Linnaeus)

【季 節 変 動】(図52a)ほ ぼ 年 中多 くの個体 数 が 見

られ る。

個
体

数

図52aス ズメ 季節 変動

【年 次変動】(図52b)毎 年か な り安定 して見 ら

れ、1回 の調査で平均3羽 ～5羽 見 られてい る。

年 を追 うごとに上昇傾向にある。変動 も安定 して

いる(CV=50%)。
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図52bス ズメ 年次変動
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図51bイ カル 年次変動

ム ク ドリ科Sturnidae

98.シ メCocco肋 旧 αsオescocco加 煮aαsオes

(Linnaeus)

2009年 の1月 ～4月 に多 く見 られ た が、 そ れ

以 降は あ ま り見 られ ない。

ハ タオ リ ドリ科Ploceidae

99.ニ ュ ウナ イスズ メPasse〃 眈〃aηs

(Temminck)

1996年4月(1羽)、2000年4月(1羽)、2001

年3月(7羽)、2002年4月(1羽)の 計10羽 の

記録 が あ る。 ソメ イ ヨシノの 開花 時期 に来 て花 を

食べ て い る個 体が 観察 されて い る。

101.ム ク ドリS如mμsclηeAaceαs(Temminck)

【季 節 変 動 】(図53a)4月 ～6月 頃 に 見 ら れ、7

月 に ピー クを示す 。

図53aム クドリ 季節 変動
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【年 次変動】(図53b)2003年 、2008年 は個体数

が比較的多かったが、 ほとん ど見 られない年 もあ

る。変動は大 きい(CV=232%)。
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図53bム クドリ 年次 変動

103.ハ シ ボ ソ カ ラ スCo1γ αscomηe(Linnaeus)

【季 節 変 動 】(図55a)ほ ぼ 年 中 見 ら れ る が 、5月

に ピ ー ク が 認 め ら れ る 。
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図55aハ シ ボ ソ カ ラ ス 季 節 変 動

カ ラス科Corvidae

図54aカ ケス 季節 変動

【年次変動】(図54b)2007年 はよ く見 られたが、

全 く見 られない年 もあ り、全体的に変動 は大 きい

(CV=178%)。
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図54bカ ケス 年次 変動

図55bハ シボソカラス 年次 変動
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【年次変動】(図56b)1回 の調査平均1羽 か ら3

羽の割合でみ られる。2008年 と2009年 は多 く確

認 された。変動 も安定 している(CV=46%)。
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図56bハ シブトカラス 年次変動

チ メ ドリ科Timaliidae

105.ソ ウ シチ ョウLe'o肋 〃x'眈ea(Socopoli)

2010年11月19日(1羽)の 記録 が あ る。調査

期 間外 で もご く少 数 が記録 されて い る。

一次 ・二次消費者の留鳥では、キジバ ト、メジ

ロ、スズメ等、毎年安定 して生息 している種が多

かった。以前のデー タと比べる と、安定 して生息

している種 と判断された、ホオジロ、ウグイスは

数の増加傾向が見 られた。キジは変 わらず減少傾

向 にあ り、反対 に コジュケイは個体 数が安定 し

た。冬鳥では、シロハ ラ、ッグ ミ、アオジ等が増

加傾向を示 した。 また、エナガ等年次変動の大 き

い種 も少 なくなかった。

二次 ・三次消費者では、コゲラ、モズ、ツバメ

等複数の種が安定 して生息 していることが認め ら

れ た。カワセ ミの ように以前 は安定 していた種

や、セグロセキ レイのように減少傾向にあった種

が増加傾向を見せた。反対 に、夏鳥のオオルリが

減少 しほとんど記録 されな くなった。

三 次 ・四次消費者 では安定 した種 はいなかっ

た。変動が大 きかった留鳥のハ イタカが増加傾向

にあ り、過去 において増加傾向が見 られた留鳥で

あるオオタカが減少傾向に変わった。他の猛禽類

として、変動が大 きかった夏鳥のサシバが減少傾

向 となった。

(2)野 鳥類 の生息 タイプ と栄養段階か らみた個体

数変動

表1に 野鳥の生息タイプ、栄養段階 と個体数の

年次変動 との関係 を示 した。

(3)各 季節における野鳥類の種類別累積個体数 と

食性の関係

1995年 か ら2010年 まで記録 された各野鳥の個

体数 を累積 し、対数に して下か ら個体数の多い順

表1野 鳥類の生息タイプ、栄養段階と個体数年次変動の関係

生息タイプ

栄養段階 傾向
留鳥 夏鳥 冬鳥 漂鳥 通過鳥

一次 ・二次消費者

安定

コ ジ ュ ケ イ 、 キ ジ バ ト、

ヒ ヨ ド リ、 シ ジ ュ ウ カ

ラ 、 メ ジ ロ 、 ス ズ メ 、 ハ

シ ボ ソ ガ ラ ス 、 ハ シ ブ ト

ガ ラ ス

ジ ョウビタキ

増加
ウ グ イ ス 、 ホ オ ジ ロ 、

カ ワ ラ ヒ ワ

コ ガ モ 、 シ ロ ハ ラ 、

ツ グ ミ、 ア オ ジ

減少 キジ ヒガラ

変動大

カ ル ガ モ 、 カ ワ ラ バ ト、

エ ナ ガ、 ウ ソ、 イ カ ル 、

ム ク ドリ 、 カ ケ ス

キビタキ
カ シ ラ ダ カ 、

ベ ニ マ シ コ
エゾビタキ

二次 ・三次消費者

(昆虫食、魚食者)

安定 ア オ ゲ ラ 、 コ ゲ ラ 、 モ ズ ツバメ

増加
カ ワ セ ミ、 キ セ キ レ イ 、

セ グ ロ セ キ レイ 、 ヤ マ ガ ラ

ホ ト トギ ス 、

コ シ ア カ ツ バ メ

減少 オオルリ

変動大
ア オ サ ギ 、 ア カ ゲ ラ、

ヒバ リ
ヤブサメ

バ ク セ キ レ イ 、

ビ ン ズ イ 、 ル リ ビ タ キ

三次 ・四次消費者

(猛禽類)

安定

増加 ハイタカ

減少 オオタカ、サシバ

変動大 ノ ス リ
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位 に並べ、 さ らに食 性 との関 係 を調べ た(図

57)。 なお、15年 間の調査で1羽 しか記録 されな

かった野鳥 も図に示 したが、偶然的な飛来 とも考

えられ るので、分析 の対象 から除外 し、2羽 以上

の種 について分析 した。

春季はヒヨ ドリが最 も多 く、次いでスズメ、ホ

オジロ、ツグミ、ウグイスの順であった。 これ ら

は全て一次 ・二次消費者であった。猛禽類はオオ

タカ、ノス リ、ハ イタカ、ハヤブサ、ハチクマが

記録 されてお り、特にハイタカ、ハヤブサ、ハチ

クマ個体数はかな り少 なくこのピラミッドの上部

に位置 している。 また、昆虫類 を食べるアカゲラ

もピラミッ ドの上位に位置 している。

夏季 は個体数が最 も多いのはスズメで、以下ツ

バメ、 ヒヨ ドリ、メジロ、ホオジロの順で、昆虫

食のッバメ以外 はやは り一次 ・二次消費者であっ

た。猛禽類はノスリ、 オオタカで、このピラミッ

ドの頂点 になった。魚食性 のアオサギ、カワセ

ミ、上位 に位置 し、昆虫食のキセキレイ、サ ンコ

ウチ ョウ、バ クセキ レ、オオルリも上位 に位置 し

ている。全般的に個体数は少ない。

秋季 は最 も個体数が多かったのはヒヨドリで累

積個体数は数千羽 に達 した。次いでスズメ、ハシ

ブ トカラス、ホオジロ、メジロの順であった。猛

禽類 は秋 には比較的多 く見 られ、ノス リ、オオタ

カ、サシバは中位の部分に出現 し、ツミ、ハヤブ

サ、ハイタカ、ハチクマ、チ ョウゲンボウなどは

上位 に位置 していた。魚食性のアオサギ、カワセ

ミ、 ダイサギなどは比較的上位 に位置 していた。

冬季 はッグ ミが最 も個体数が多 く、次いでヒヨ

ドリ、ホオジロ、メジロ、スズ メの順で、いずれ

も一次 ・二次消費者であ り、13位 のアオジ まで

同様の傾向であ った。猛 禽類 は ノス リ、オオ タ

カ、ハ イタカ、チ ョウゲンボウ、 ッミが見 られ、

いずれ もこの ピラミッ ドの上位 の部分 を占めた。

魚食性 のカワセ ミ、アオサギ もやや上位 を占める

傾向にあった。

以上のように、四季 を通 じて野鳥類の累積個体

数は一次 ・二次消費者が多 く、次いで昆虫食の野

鳥、次に魚食性 の野鳥、そ して哺乳類や小鳥 を捕

食す る猛禽類が上位を占めるとい う個体数のピラ

ミッ ドが認め られた。野 鳥に限定 されてはいる

が、当地ではこうした食物連鎖か ら、四季を通 じ

て生態系はかなり安定 して成 り立っていると思わ

れる。

(4)レ ッドリス ト種 と個体数

表2は 、当キ ャンパス における野鳥の15年 間

の累積個体数(少 ない順に配列)と 環境省、近畿

地区お よび奈良県版の各 レッドリス トの選定状況

を示 した ものであ る。 レッ ドリス トの選定 にあ

たっては、個体数が少 ない種、あるいは減少傾向

にある種、生息環境の変化等によ り減少する と予

測 される種が対象 にされていると考 えられる。当

キャンパスに生息 し、上記3種 の レッドリス トに

掲載 されている種の多 くは累積個体数が10羽 以

下である。 しか し、アオジ、 ビンズイのように累

積個体数が100羽 を越 え、記録 されやすい種が存

在 している。また、オオタカ、ハイタカは毎年記

録があることか ら、当キャンパスは高次消費者が

安定 して生息で きる環境にあると考 えられる。

4.考 察

15年 間の調査結果 より、累積個体 数が1羽 以

下のいわゆ るまれな種 は13種 であった(表2)。

1995年 ～2006年 の記録の際には、同 じ条件の種

が14種 いた。 この5年 間で新たに記録 された種

がいることを含めると、以前はまれ と判断 された

種 を記録す る機会が増 えたと思 われ る。それで

も、累積個体数が1桁 台の種があ り、なおかつそ

れ らの鳥類は レッドリス ト種 であることが多い。

また、 レッ ドリス ト種でな くとも、当キャンパス

の環境の変化 に伴い記録することが少な くなった

種 もいる。わか りやす い例でいえばキジであ る。

1995年 時点では、2～3回 の調査で1回 は記録で

きていたに も関わ らず、2010年 ではほぼ見 る こ

とがなくなった。この原因 として、以前 はキジが

多 く記録で きていた草地が開発 され、畑 になった

ことがあげられる。加 えて、エサや生息地の競合

相手 とな りうるコジュケ イは数 を増加 させ てい

る。複数の原因が重な り、キジは生息地を移動 し

たと考えることがで きる。このように、必ず しも

レッ ドリス ト種だけを追いかけるのではな く、環

境の変化や在来種の移行を含め、広い視野 を持つ

継続的な調査が必要 となる。

一定(15年 間で15羽)以 上の個体数が観察 さ

れた野鳥の うち、一次 ・二次消費者で留鳥は20

種 であった。これらの種 のうち、キジバ ト、ヒヨ

ドリ、シジュウカラ、メジロ、スズメ等、普通の

野鳥の年次変動 はか な り小 さい。 また、ウグイ
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ス、ホオジロ等、増加傾向にある種 もいることか

ら、当キャンパス内において安定 した繁殖 も行わ

れていると考 えられる。この ことは、二次 ・三次

消費者であるカワセ ミやアオゲラでも確認 されて

いる。つ まり、高次消費者 も安定 して生息できる

状況であることが窺える。以上の ことより、野鳥

類 にとって当キ ャンパスは安定 した環境であると

推測で きる。

しか し、2010年 には特 定外 来種 として環境省

か ら指定 されているソウシチ ョウの進入が記録 さ

れた。記録数 は現段 階では少数であるが、今後繁

殖を行い増加することも考 えられる。その際、在

来種 との競合が発生す る可能性がある。

今 回の調査 は里 山を伴 う大学 キ ャンパ ス とい

う、かな り限定 された地域で行 われた。野鳥 は移

動性 に優れている。その環境が適 していれば毎年

訪れることもあ り、適 さなければ別の場所に去っ

て しまう。人間の活動、ソウシチ ョウのように競

合種 となる可能性がある外来種の進入、あるいは

季節的移動型の鳥であれば諸外国の状況、それ ら

が与 える影響 を判断す るためにも、今後 とも継続

した調査 を行 ってい くことが重要 となる。
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(2002)原 色 鳥類検 索 図鑑327pp.北 隆 館

東京.

(9)高 野 伸 二編(1985)日 本 の野 鳥.591pp.山

と渓 谷社.東 京.

(10)叶 内 拓 哉 ・安 部 直 哉 ・上 田秀 雄(1998)山

渓 ハ ンデ ィ図鑑7.623pp.山 と 渓谷 社.東

京.

(11)環 境 省 自然 環境 局 野 生生 物 課 編(2002)改

訂 ・日本 の 絶 滅 の お そ れ の あ る野 生 生 物。

鳥類.278pp.自 然 環境研 究 セ ンター.東 京.

(12)環 境 省 自然 環境 局 野 生生 物 課 編(2002)改

訂 ・日本 の 絶 滅 の お そ れ の あ る野 生 生 物。

鳥類278pp.自 然 環境研 究 セ ンター.東 京.

(13)山 岸 哲 監 修,江 崎保 男 ・和 田 岳 編 著

(2002)近 畿 地 区 鳥類 レ ッ ドデ ー タ ブ ッ ク.

225pp.京 都 大 学学術 出版会.京 都.

(14)奈 良 県 レ ッ ドデ ー タ ブ ッ ク策 定 委 員 会 編

(2006)大 切 に した い奈 良県 の野 生動 植 物一

奈 良県 版 レッ ドデー タブ ックー 脊椎 動 物 編.

143pp.奈 良 県 農林 部森 林保 全課.
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高良 真佑子 ・原田 隆成 ・堀内 洋平 ・松田 すみれ ・桜谷 保之

表2近 畿大学奈良キャンパスにおける野鳥の累積個体数と各 レッドリス ト及び特定外来種の選定状況

種名 累積
個体数

選定状況
環境省 近畿地区 奈良県

イソシギ

オシ ドリ

オナガガモ

クサシギ

ケリ

コマ ドリ

ジュウイチ

ノゴマ

フクロウ

ミヤマホオジロ

アリスイ

ヤマシギ

クロツグミ

アオバ ト

オオヨシキリ

ゴイサギ

セッカ

ソウシチ ョウ

バン

ムギマキ

メボソムシクイ

ヤマ ドリ

カイツブリ

カッコウ

コルリ

トラツグミ

カワウ

コサギ

サメビタキ

トビ

ァカハラ

センダイムシクイ

サンコウチ ョウ

ダイサギ

ハチクマ

ェゾムシクイ

ツツ ドリ

ハヤブサ

ヒメアマツバメ

サンシ ョウクイ

コサメビタキ

チ ョウゲ ンボウ

ツ ミ

ノビタキ

ニュウナイスズメ

ハイタカ

キビタキ

ヨシガモ

アカゲラ

ドバ ト

コチ ドリ

サシバ

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

3

3

3

3

4

4

5

5

5

6

7

7

7

8

9

9

9

9

10

16

19

19

20

20

21

24

×

★

◎

●

●

◎

●

●

◎

◎

●

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

●

◎

◎

●

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

○

◎

◎

◎

◎

●

◎

0

◎

◎

●

◎

◎

◎

◎

◎

◎

○

◎

◎

◎

◎

◎

×

◎

◎

◎

◎

●

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

●

種名 累積
個体数

選定状況

環境省 近畿地区 奈良県
マガモ

アマツバメ

オオルリ

コガモ

カケス

カシラダカ

エ ゾビタキ

オオタカ

ア トリ

ハ クセキ レイ

ヤブサメ

キセキレイ

ノス リ

ヒガラ

ホ トトギス

カワセミ

ルリビタキ

アオサギ

ウソ

オオマシコ

ヒバ リ

アオゲラ

シメ

カルガモ

キジ

ンロバ フ

コシアカッバメ

ベニマシコ

ヤマガラ

ビンズイ

ムク ドリ

ジ ョウビタキ

アオジ

セグロセキレイ

カワラヒワ

イカル

コジュケイ

モズ

ハ シボソカラス

マヒワ

コゲラ

シジュウカラ

キジバ ト

ツバメ

エナガ

ウグイス

メジロ

ツグミ

ハ シブ トカラス

ホオジロ

スズメ

ヒヨ ドリ

24

25

27

27

37

38

42

44

50

50

50

54

57

71

74

77

79

88

88

88

96

100

101

125

170

179

182

214

221

262

273

297

300

324

327

368

491

539

542

618

630

688

749

798

1012

1027

1428

1436

1546

1771

2772

6249

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

○

◎

◎

◎

◎

◎

◎

●

*

+今 回 の調査では記録 されていないが、これまで1～ 数羽程度の記録のある種

環境省 近畿地区 奈良県
●

◎

0

×

*

絶滅危惧H

準絶滅危惧

情報不足

絶滅危惧

準絶滅危惧

要注目

絶滅危惧

希少

注目

情報不足

郷土種

★ 特定外来種


